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和邇川の水生生物観察会
 ８月１0 日（土）今年も和邇川で水生生物観察会を行いました。今年は、おおつ市民環境塾「和邇川探検」とし

ておおつ環境フォーラムさんが主体となって、実施していただきました。

保に追われましたが、無事終えることができました

 

  
その後、水生生物の採集です。昨年は１０月の実施で水温

も１７度と低く寒かったのですが、今年は２７度で、水が気

持ちよかったようです。 
 1 時間くらいの採集で、たくさんの生き物を見つけること

ができました。 
 

 

ご参加いただいた方ありがとうございました。このような観察会

が和邇川でこれからもできるよう、環境悪化を防ぎ、できれば数十

年前のようなもっと自然豊かな頃に戻るよう、環境再生に努めて行き

たいと思います。今後共ご協力をお願いいたします。
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和邇川の水生生物観察会 
日（土）今年も和邇川で水生生物観察会を行いました。今年は、おおつ市民環境塾「和邇川探検」とし

ておおつ環境フォーラムさんが主体となって、実施していただきました。４０名を超える申し込みでスタッフの確

終えることができました。ご協力いただいた方、ありがとうございました。

 当日は９時に和邇公園に集合し、各班に分かれて、

調査から始めました。 
 気温と水温を計ったあと、水の汚れ具合を

きなシリンダー）で調べて、パックテスト（水質検査）を

使って、pH（ピーエイチ。酸性かアルカリ性かを見ます。）

とCOD（シー・オー・ディー。化学的

有機物が分解されるときに使われる酸素の量、水のよごれぐ

あいを示します。）を確かめました。

子供たちが主体となって色を比べて、

お母さん、お父さんも初めてのパックテスト体験で真剣に

見ていました。 

その後、水生生物の採集です。昨年は１０月の実施で水温

ですが、今年は２７度で、水が気

時間くらいの採集で、たくさんの生き物を見つけること

 

１１時ころ、和邇公民館に移動しました。各班に分か

れて自ら採った生物の種類分けをし、観察記録を

した。そして、班の代表の子供たちに観察結果の

してもらいました。 
 

 

 

参加いただいた方ありがとうございました。このような観察会

が和邇川でこれからもできるよう、環境悪化を防ぎ、できれば数十

年前のようなもっと自然豊かな頃に戻るよう、環境再生に努めて行き

たいと思います。今後共ご協力をお願いいたします。 
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日（土）今年も和邇川で水生生物観察会を行いました。今年は、おおつ市民環境塾「和邇川探検」とし

名を超える申し込みでスタッフの確

ありがとうございました。 

当日は９時に和邇公園に集合し、各班に分かれて、水の

水の汚れ具合を透視度計（大

パックテスト（水質検査）を

酸性かアルカリ性かを見ます。）

化学的酸素要求量。水中の

有機物が分解されるときに使われる酸素の量、水のよごれぐ
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色を比べて、用紙に記録します。

お母さん、お父さんも初めてのパックテスト体験で真剣に

１１時ころ、和邇公民館に移動しました。各班に分か

れて自ら採った生物の種類分けをし、観察記録をつけま

班の代表の子供たちに観察結果の発表を



7 月の「しがの会」Mail News でお知ら

せいたしましたが、①大津市環境政策課、②不法投棄対策課、③市政情報課

との面会・話し合いは、きちんと対応していただきました。しかし、私達の

山や川を美しくしたいと言う思いが、どこまで伝わったかは疑問です。特に、

第3回情報公開結果が納得できません。水洗浄処理施設で使用済みの汚れた

水を、はじめて、下水に流す連絡があったのが、 平成24年10月5日でし

た。また、その時の水質を大津市ではチェックしておらず、 いつ下水へ放出す

るか解らないので、現時点ではお手上げ状態との事です。水洗浄ではホウ素

は除去できず、下水に流すしかないと専門家は述べています。平成22年4月1
日に水洗浄処理施設は許可されましたが、その時以来、ホウ素で汚染された

土も持ち込まれています。平成22年4月1日～平成23年2月までのデータ

はいまだに出てきません。また、平成 24 年 8 月からのデータは、大津市が要

求しても出してこないとの事です。 
 

和邇川流域の環境再生 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 
        

 
 
    
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「しがの会」では、「夏原グラント」助成金で、ホタル・シジミ・鮎の群れを、15年位前に戻せないかと

取り組んでいます。 ところが最近、和邇春日の横に焼却灰を捨てる処分場誘致の話や和邇インター

周辺の土地買い占めの情報が流れています。もし私達の周辺に焼却灰や残土・ゴミが捨てられ続け

たとしたら、未来はどうなるでしょうか。私達の活動は未来をもっとよくしようという活動です。現状でも

喜撰川は泥で埋まっているところがあります。頭を悩ます問題が、和邇学区には次々出てきます。 
 

発行者 
しがの里山や川を美しくする会 

理事長：山田 利春 
http://www7b.biglobe.ne.jp/toshisyun/ 

電話：０７７－５９４－１０４９ 

★25年度会費納入のお願い★ 
会費は正会員 2000 円･賛助会員 1000 円です。お近

くの理事にご連絡下さい。振込を利用される方は下

記まで。 
振込先：滋賀銀行志賀町支店 

口座番号：３４２６３５（普通） 
しがの里山や川を美しくする会  

理事長山田利春 

 

 

 

 

今年も喜撰川ぞいのコ

スモスが咲き始めます。

コスモス散歩道に念願の

休憩所が出来、9月28日

（土）、イベントが予定さ

れています。 

行動する人募集 
和邇公園の花壇づくり・清掃活動や

水生生物観察会・川や里山のパトロー
ルなどいろいろな取り組みをしてい
ますが、一緒に行動していただける方
（月1回程度から）を募集していま
す。楽しいことも沢山あります。是非、
ご連絡下さい。 
  エコ活隊：泉 直子、澤 啓子 
        

 
―近く和邇学区にお願いして、アンケート・聞き取り調査をする予定です― 

  
環境再生は未来を見つめた活動です。最先端の地域の環境活動と言えるのではないでしょうか。ホタルやシジ

ミ・鮎の群れが昔のように戻ってきたら、川で遊ぶことが、今以上に楽しくなります。対岸の守山市は、ホタル

を復活させました。私達にも出来ないことはありません。環境再生は、「地域を見つめ直すこと」から始まると言

われています。１５年位前の状態は、どんなだったか、アンケートの一番の目的はそこにあります。ぜひ、ご協

力下さい。ただ現実は、川が汚され、ごみや残土が捨てられ続けていますので、まず、その傷口を止める必要が

あります。 


